
 社会福祉法人  東香会 

保育理念　 『 いきいき 』

合言葉 　　『 すべて子ども中心 』

基本保育方針 

『子どもの成長・発達・生活に寄与する人はすべて保育者』
『永続的な暮らしを目指し、物質と事象と生命との関係性を深める』
『地域で安心して子育てができるように』

9月の保育主題 

『  見上げれば　またたく星空 すてきなお月さま  』 

空を見上げ、あたりを見回すと秋の訪れに気づく

2023.9.1 

 alleyで子どもたちと生活を共にする大人たち。

そんな大人達がどんな人なのか、深掘りしていきましょう！

今月は すみれ組 ２歳児クラスの職員です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アトリエ担当　河合

左から、りきさん、もりむつみさん、ゆみこさん、ひろかさん



月 火 水 木 金 土 日

1 2 3

4 5 6 7 8 9
氷川神社祭り
重陽の節句

10

11 12 13 14 15 16 17
金王八幡宮祭り

18
敬老の日

19 20
お彼岸

21 22 23

秋分の日

24

25 26 27 28 29
十五夜

30

9月のスケジュール

　まだまだ暑い日が続きますね。それでも徐々に日差しが和らぎ、
秋の訪れを感じます。たくさんの食材が旬を迎えるこの時期、美味しく
食べて残暑を乗り切りましょう！

今月の行事食は、
8日（重陽の節句）に栗ご飯と菊の花入りおひたし
22日（お彼岸）におはぎ
29日（十五夜）にはさつまいもを使用したお月見団子を提供予定です。
また、鍋で炊いた新米を味わう「新米塩むすび」も予定しています。

　先月登場した「ゴーヤ」は子どもたちにとってハードルの高い
食材でした。調理過程でも塩もみをしたり、茹でたりと工程を重ね、
できる限り美味しく食べてもらおうと工夫してみましたが見た目から
抵抗があった様子でした。

食べてみてほしい気持ちの伝わらないもどかしさ。
今後も試行錯誤しながら美味しい給食を作っていきたいなと思います。

ー 看護師より ー ー キッチンより ー

 園長  名古屋 彩佳

ー お知らせ ー

　先日、ぽつっと平日に休みがあり、ずっと洗濯したいと思っていた寝具を全て洗いました。

平日の休みは、なぜか家の掃除やら整理をしなければという感情にかられます。前夜から気合を入れて、朝の6時にアラームをセットした
ものの、なかなか寝付けず、眠りについたのはおそらく夜中3時。そんなわけで朝から動けるわけもなく、結局昼過ぎまでゴロゴロタイム
となりました。洗濯機のスイッチを入れたのも日が暮れ始める頃となり…全てを干せたのは夕暮れでした。

　その日は夜出かける用事があったので、その前に洗濯物を取りこまねばと、3時間前に干した洗濯物たちの元へ向かいます。
その日は雲が空一面に広がっていたので、半ば乾くことを諦めていましたが、すっかり乾いたシーツたちが風になびかれていました。
そして無事平日寝具洗濯計画は終えたのです。寝具たちがすっきりと乾き、気分が晴れると同時に、まだこんなに暑いのか…と
残暑を感じるのでした。

　さて、8月の終わりに行われた夏まつりでのできごとです。この日は出店がでたり、お神輿をかついだり、盆踊りをして園内中が賑わい
ました。お昼ごはんもお祭りメニューで焼きそば、焼きとうもろこし、ポテトです。お祭り感を味わえるようalley特製のお金を準備し、
銀行が開かれました。けやき組のRくん、Kくん、Iくん、Lくん、Sくんはそそくさと銀行の列に並び、まだかまだかと自分の番を待ってい
ます。無事お金を銀行からもらい、焼きそばを手に入れると、なんとも嬉しそうに床に敷かれたレジャーシートにやってきました。

「ここに座ろうぜ！」
「うわぁ、めっちゃおいしそう！」
「最高だね」　

と話をしていると移動販売のポテト屋が近くまでやってきました。

「おい！ポテトはいくらだっけ？」
「えっと、黄色…」
「黄色、黄色、緑だよ」
「オッケー。黄色、黄色、緑ね」
「ちゃんと準備しておいた方がいいよな」
「そうだな」

と子どもたち同士で確認しながら、お金がすぐに渡せるように準備していました。

自分たちの番がくるまで、移動ポテト屋さんの様子をちらちらと伺い、
お金を出すのに手こずるかもしれないと予測したようです。
その後も5人はなにやら話しながらご飯を食べます。

「ポテトにウィンナーも入ってるし」
「超うめぇ」
「え、そんなにこれおいしくなかったけど」
「まあな、そんなにうまくはないけど、まあまあうまいよ」
「うん、まずくはないよね」
「ウィンナーおかわりしよう」
「ウィンナーおかわりないってよ」

という会話がずっと横から聞こえてきました。
5人の中で生まれるグルーヴ感を感じ、私の会話に入りたい気持ちを我慢して見守るのでした。
何か特別な会話ではありませんが、それぞれが話す言葉一つひとつに “心地よい” 重みがあって、
この関係性で生まれる空気がとても好きでした。


